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協定校留学帰国報告書 

 

記入日    ２０１９   年  ２  月   ９ 日 

所属 人文学部人文コミュニケーション学科 

学年 ３年 

留学先大学 テネシー工科大学」 

留学開始・終了時期  ２０１８年  ４月 ～  ２０１８年１２ 月  （留学開始時期 ３  年次） 

  （     ８  カ月） 

 

１．留学前について 

① 海外留学しようと思った理由は何ですか 

１か月のカナダでの留学で自分の英語力の未熟さを痛感し、さらに語学力を向上させたいと

思ったから。また、自分の専門である国際交流を肌で感じてみたいと思ったから。 

 

② この協定校に決めた理由を教えてください。 

大学に入る前に語学学校へ行くプログラムだったので、英語力をつけて授業を受けられると

思ったから。また、１２月に帰国できるので日本の就職活動に間に合うから。 

 

③ TOEFLの受験対策など、語学の準備はどのようにしましたか。 

TOEFLは参考書を２，３冊購入し勉強したが、正直あまり点数は上がらなかった。また、ス

ピードラーニングのようなものを運転中に聞いていた。渡米前にはそこまで勉強をしなかっ

たと思う。 

 

④ 単位や教職、就職活動等に関して、留学前にしておいたほうがいいことがあれば教えてく

ださい。 

とれる単位はなるべくすべて取得しておいたほうが良い。１１月にはアメリカでボストンキ

ャリアフォーラムがあるので、興味があればその下調べをしておくべき。 

 

⑤ どのような保険に加入しましたか。（  ）に○をつけてください。 

a. 留学先大学が指定した保険（  ） 

b. 個人の保険のみ（  ） 

c. 大学指定の保険と個人保険の両方（ 〇 ） 

⑥ 予防接種は必要でしたか。（  ）に○をつけてください。 

a. はい（ 〇 ） 具体的に：ツベルクリン反応、C 型肝炎、麻疹、風疹 

b. いいえ（   ） 
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２．留学先での勉強について 

① 留学先で履修した科目名、時間数、授業内容についてなるべく詳しく教えてください。 

Intro to theatre, ８０分ずつ週２回 

舞台の鑑賞、批判の仕方など。実際の何度か舞台を見に行きレポートを書く。息抜きのつも

りで履修したが、思いのほか大変だった。 

Intercultural communication、８０分ずつ週２回 

アメリカと他の国とのコミュニケーションや文化の違いについて。基本的にアメリカ視点で

あったので、日本で受講した授業と違う部分が多くおもしろかった。毎回グループディスカ

ッションあり。 

Organizational communication １６０分週１回 

ビジネスの場におけるコミュニケーションについて。マネージャーの行動指針、就職活動に

おいてのマナー、手紙の書き方など。 

English as a second language、８０分ずつ週２回 

英文の読解、決められたテーマに関するレポートなど 

 

② 授業履修の際に、注意したほうがいいことがあれば、なるべく具体的に教えてください。 

なるべく早めに取りたい授業を決める。登録が遅れると、満席になり受講できないことがあ

る。また、あまりアドバイザーの言葉をうのみにせず、自分の取りたい授業をとる。 

 

③ 授業に関して、困ったこと、うまくいったこと、努力したことなど、教えてください。 

予習を重点的に行った。授業のスピードが速く、授業の中だけでは理解ができない。また、

グループワークのある授業ではグループで話し合う内容を事前に教授に確認し、考えてから

授業に臨んでいた。最終の課題でグループでレポートを書き、プレゼンをする授業があった

が、現地の学生が積極的でなく、留学生の私がほとんど準備した。 

 

 

３．留学先での生活について 

① 大学がある町やキャンパスの雰囲気はどうでしたか 

とても田舎で治安は良い。わからないことがあると現地の人によく訪ねていたが、とてもウ

ェルカムな雰囲気だった。 

② 留学中はどこに住んでいましたか。 

a. 寮（ 〇 ）：     何人部屋でしたか（   人） 

b. アパート（   ）：   何人部屋でしたか（   人） 

c. ホームステイ（ 〇  ）： 何人部屋でしたか（   人） 

d. その他（   ）具体的に： 

③ 住環境はどうでしたか。 

語学学校の間はホームステイ、大学に入ってからは寮で生活しました。ホームステイ先は 1

人部屋でとても快適に生活できました。ホストマザーの作る料理が口に合わずつらかったが、
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実際のアメリカ人の食文化を体験できた。寮は値段が高いのにも関わらず、部屋はとても狭

く、シャワーやトイレ、キッチンなどすべてが共有だった。しかし、アメリカ人が必ずルー

ムメイトになるのでネイティブの英語に触れることができた。 

 

④ 食事はどうしましたか。 

a. 大学・寮のミールプラン（ 〇 ） 

b. 主に外食（   ） 

c. 自炊と外食が半々程度（   ） 

d. その他（   ）具体的に：   

⑤ 留学先で他の留学生や現地学生とどのように交流を深めましたか。 

寮に生徒が集まれるスペースがあったのでそこで交流を深めた。また、友達の友達を頼って

輪を広げた。 

 

⑥ 余暇や長期休暇はどのように過ごしましたか。 

夏休みには一人でアメリカの東側を半周する旅行をした。留学終了後は、友達とグランドキ

ャニオン観光などを行った。 

 

⑦ 健康管理や危機管理で注意したことについて、アドバイスがあれば具体的にお願いしま

す。 

日本で服用している薬を持っていく。危機管理については、現地の人のほうが知っているこ

とが多いので、現地の人や学校の先生に聞いていた。 

 

⑧ 文化、習慣、宗教の違いなど、生活全般（衣食住）に関するアドバイスがあればお願いし

ます。 

特に違いで悩んだりすることはなかった。生活していく上で日本とアメリカには意外な共通

点があったり、似ている部分もあったので、そういうところを見つけるために常にアンテナ

を張っていくとよいと思う。 

 

 

４．留学費用について(差支えない範囲でお答えください）  

渡航費(往復の航空運賃）      １８万       円  

保険代（旅行保険・留学先大学で加入する保険など） ６万    円  

住居費(寮費）光熱費等含む (月額） ５万   円  

食費 (月額） ２万    円  

その他 ２０万     円  

総額 (留学期間中の費用総額） 約２００万  円  
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５．今後の進路等について  

① 卒業時期について教えてください。（わかる範囲で結構です）○をつけてください。 

a. （ 〇 ）４年で卒業予定 

b. （   ）卒業は延期する予定（延長予定期間：            ） 

② 就職・進学のための活動について教えてください。（留学中にしたこと、留学後の予定な

ど） 

ボストンキャリアフォーラムに参加して内定をいただいた。また、内定を取るだけでなく、企業

や業界についても知れるいい機会になった。 

 

 

６．留学について 

① 留学を終えての感想を教えてください。 

８か月間は本当にあっという間で、日本に帰りたくないと思うほど充実した生活を送ることがで

きました。長期間違う国で生活してみたことによって、現地の人々の生活を肌で感じることがで

きました。また、様々な国の友達ができたのは本当に留学してよかったと思います。 

 

② 留学して、何が変わったと思いますか。 

一番は英語です。具体的には TOEIC の点数が約２倍になるまでに成長しました。座学が嫌いな

ので、いつでも英語で会話できる環境で学べたのが自分に合っていたと思います。また、初めて

会う人でもすぐに会話をできるようになりました。人見知りが克服できたのではないかな、と思

います。 

 

③ 留学を考えている人へのメッセージをお願いします。 

交換留学では、短期の留学では体験することのできない様々な経験ができると思います。また、

実際にアメリカ人と一緒に授業を受けることによって、たくさんの刺激を得ることができます。

私は文系で留学しましたが、私が行ったテネシー工科大学は理系に強い大学なのでぜひ理系の人

にも積極的に留学してもらいたいと思います。英語力の向上だけではなく、自分自身も成長する

ことができるので多くの人に留学をしてもらいたいです。 

 

 

 

 


